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白糸台小学校の教育について（前期を振り返って）アンケート結果 

 

７月に実施した前期保護者アンケートにご協力くださり、ありがとうございました。皆様か

らいただいたご回答の集計及び考察を以下にお示しします。 

学校・家庭・地域が協働し、笑顔あふれるみんなの学校づくりを目指して活用していきま

す。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 いくつかの項目で、右に関連ある児童（４～６年生）の回答も掲載しています。 

 全体の回答率が前年度と比較し、低くなっています。後期にもアンケートを実施いたしま

す。全てのご家庭で協力いただきますようお願いします。 

 

【学校に関する項目】 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、学校 HP より学校・学年ブログで、行事や学校の様子、学年、クラスの様子を発信

してきました。各学年、月に 2 回は更新するように努めています。 

「学校の支援などに参加したいので、できるだけ早く予定を知りたい。」との声をいただい

て、月予定を 2 ゕ月分発信しています。時数の変更等が多く、ご迷惑をお掛けします。特に、

２ゕ月後の予定に関しては変更もあるので、ご了承ください。 

正門前の掲示板を活用し、地域のみなさんにも学校の様子を紹介しています。 

①「学校は」教育方針や活動内容、児童の様子を、保護者会、学校公開や学校だよりなどで伝えている。 

令和７年９月１９日 
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児童は「自分で自分の命を守る」という意識が高まっており、毎月の避難訓練では、真剣に

取り組む姿が見られます。「自分の命さえ・・・」という考え方だけでなく、非常時の際、自

分が何をすべきかを考えられるように指導していきます。 

新年度が始まりました。職員一同、自らの職責を鑑み、児童の安全を守れるように研修や講

習会を行ってきました。今後、地域や保護者の皆様とも連携を取りながら、引き続き学校がよ

り安全な場所となるよう考えていきます。 

校内のトイレが改修され、快適に使うことができるようになった反面、トイレットペーパー

や個室の使い方に問題がありました。個室という密室の状況で行われていることが見えない

こともあり、指導を継続する必要があります。不適切な使い方をしてしまう児童のこころのケ

アも必要であると考えています。 

体育館のトイレ等、改修が必要な部分に関しては、要望を挙げています。 

〇 
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スマート連絡帳での出欠確認、毎日、ありがとうございます。昨年度と比べて出欠認識が広

がり、朝のスタートをスムーズに切ることができています。午前 8 時までに連絡できなかっ

た場合も、学校に電話連絡を入れていただいています。今後ともご協力をお願いいたします。 

夏休みには、個人面談を行い、１学期の様子をお伝えさせていただきました。引き続き、学

習面や生活面、それぞれの成長や課題等、必要に応じて連絡帳や電話、面談等で家庭と学校と

の連絡を密に取っていきたいと考えています。 

今年度の全国学力調査（国語・算数・理科）の結果から、自校の正答率は、全国や東京都の

平均正答率と比べ、国語が高く、算数と理科が平均値と同じくらいでした。国語は、唯一「読

むこと」に関して、ポイントが低く、文章の読み取りに関する授業の改善が必要であると考え

られます。算数と理科に関しては、苦手にしている児童に対して、基礎的基本的な学習が必要

であると考えられます。既習学習も含め、「知識」「技能」を固め、「思考力」「判断力」「表現

力」を高めることができるよう指導していきます。 

アンケートの結果から、授業で学んだことを理解できていると回答する児童の数は多いで

すが、十分に結果に出ていないことを受け止め、授業改善していくように各学年で課題の洗い

出しをして、学力向上に努めていきます。 
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【ご家庭に関する項目】 

 

 

 

 

 

 

昨年度と比較し、「とても思う」「だいたい思う」のポイントが、保護者も児童も増えていま

す。授業だけでなく、学校生活全体でも子供たちと触れ合い、信頼作りができるように心掛け

ています。また、クラス担任だけでなく、道徳で交換授業を行うなど、学年や専科、学校全体

で子供たちの様子を見て、これからも積極的に関わるようにしていきます。 

定期的に、児童理解に関する会議等を行い、全教員で共通理解を図っています。その中で、

ＳＣ（スクールカウンセラー）や巡回心理士、学習支援員等とともに連携し、２学期以降も「認

めて ほめて 伸ばす」実践をして、組織的な児童理解に努めていきます。 

ほとんどのご家庭が、お子さんの声を受けとめようとしてくださっています。各ご家庭が子

供たちの声を受けとめていることが、本校の子供たちの心の安定につながっています。今後

とも、お子さんの話を聞く時間を大切にしていただくようお願いします。 
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【お子さんに関する項目】 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度は、９割を超えていましたが、今年度前期では、９割にわずかながら届きませんでした。

それでも、学校や友達との話題が多くの家庭で挙がっているようです。 

授業の様子や休み時間、給食の時間だけでなく、今年度は「創立５５周年」に関わるイベント

等についてもお子さんと話題にしてほしいと思います。子供たちから言葉を集めた「校歌３番」

もあります。２学期も引き続き、ご家庭での会話をよろしくお願いします。 

 昨年度同時期に比べ、学校へ来ることが楽しいと感じている児童の割合がやや増えました。

しかし、「あまり思わない」「全く思わない」と答えている児童もいます。友達との関わり方が

苦手だったり、授業が理解できなかったりする児童は、教職員の関わり方や指導によって大き

く変わります。全ての児童が「楽しい」と感じられる学校を目指していきます。 

 学校の特色として、「たてわり活動」があり、１年生から６年生の異学年の関わりをより充実

させることや、「和太鼓」「タグラグビー」「合唱団」といった白糸台小学校にある特別な活動を

充実させることで、楽しく学校生活が送れていると考えています。 
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昨年度と比べ、基本的な生活習慣ができている家庭が増え、児童も自らあいさつをしてい

る割合も増えてきました。 

毎日の生活リズムを崩さず安定させることで、時間を有効に使うことができるのではない

でしょうか。また、十分な睡眠時間の確保や朝食の摂取等、ご家庭での支援が子供たちの健や

かな成長につながっていると考えられます。 

今年度、子供たちから積極的にあいさつをする場面が多く見られました。これからもあい

さつの良さを伝え、教職員も積極的にあいさつしていきます。 

「家庭学習＝宿題」のイメージがあり、一部保護者からは『宿題を出してもらい、ありがた

い』との声もあります。しかし、家庭で行う学習は、日々の授業で習った復習や次の授業への

予習、子供たち一人一人が興味関心があることをより深く学ぶ時間にすることを習慣化するの

が本来の家庭学習だと考えています。 

４年連続保護者から肯定的な評価の割合が減ってきましたが、今年度増えました。家庭で学

習に向かう姿勢ができているとの評価だと思います。先に述べたことが家庭でできるようにな

るよう、授業改善や学習へのアドバイスをこれからも行っていきます。 

また、⑤の項目と関連付けると、読書をする時間も必要だと考えています。校内では、「音読」

が宿題になっていますが、実際にはどうでしょうか？声を出すことの良さもありますが、黙々

と本を読む良さもあります。少ない時間（１５分間程度）、親御さんと一緒に本を読む機会があ

っても良いのではないでしょうか。ぜひ、お試しください。 

〇 

〇 宿題や自主学習など家で勉強する習慣が付いている。 


